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　北里大学薬学部に在学していた喜納
さん。ベンチャーへの興味が沸いたの
は大学３年の就職活動の時期。先輩に
誘われたアルバイト先がきっかけだっ
た。先輩は同じ北里大学理学研究科の
大学院生で、喜納さんと同じ時期に就

職活動をしていたが、早い段階でデジタルコンテン
ツ制作を手がけるテクノロジーベンチャー企業の内
定を得て、卒業前から働き始めていた。喜納さんも
就職活動の傍ら、追いかけるように先輩の働く企業
でアルバイトをすることになったが、そのとき斬新
な社風に衝撃を受けたという。「社長の考え方や会
社全体が面白くて、『ベンチャーで働きたい』と思
うようになりました」と当時を振り返る。
　就職活動では、もともと医療に関わることを夢見

て薬学部に入学したこともあり、一般消費者向けの
医療系ベンチャー企業を探していた。その条件は、
「自分が成長できそうな、わくわくする会社」。だが、
そのような会社はなかなか見つからなかった。調剤
薬局や製薬会社のＭＲ職の内定も数社から受けてい
たが、結局は辞退し、最終的に医薬品とは全く関係
のないＩＴベンチャーへの就職を決意した。「医療
系ではないですが、一番わくわくした会社を選んだ
結果です。その時はベンチャーに入って社会を変え
たいという思いが強かったですね」と心境を語る。
　ただ、薬学部への入学は、両親や親戚のサポート
があってこそ実現できた。「薬剤師の資格を取らな
いまま卒業なんて親不孝ですよね。国家試験という
目先の成果さえ出せない人が、大きな夢など描けな
いと思いました。薬剤師免許は、両親にプレゼント

するつもりで頑張りました」と国
試も無事に突破。喜納さんの激動
の社会人生活がスタートした。
　就職先は、企業向けに業務の効
率化を図るためのシステム導入を
提案するＩＴベンチャーだ。面接時に「３年以内で

　30歳でベンチャー企業を立ち上げた薬剤師がいる。
服薬治療をインターネットで支援する「ミナカラ」を
2013年に創立した代表取締役薬剤師の喜納信也さん
だ。薬に関する疑問をインターネット上で薬剤師に相
談できる「薬剤師Ｑ＆Ａサービス」からスタートし、
薬に関する有益な情報を発信する「薬局マガジン」や
処方箋を患者の自宅に配送する「お薬宅配サービス」
など、事業の幅を拡大させており、「ミナカラ薬局」
として調剤薬局の店舗も保有する。「患者さんの医療
体験を大きく変えることで、社会の変革を起こしたい」
と大きな展望を語る喜納さん。「起業したい薬学生が
いれば、いつでも相談に乗りますよ」と次世代にもエ
ールを送る。そんな喜納さんの溢れ出るベンチャース
ピリッツに迫った。
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